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～消費者被害防止地域ネットワークが続々と誕生～ 

 

 

深川地域（深川市、妹背牛町、秩父別町、北竜町、沼田町） 

深川地域に道内では63番目となる「深川地域消費者被害防止ネットワーク」が 9月29日に設立

されました。消費者被害防止地域ネットワーク設置促進事業を北海道から受託している（一社）北海

道消費者協会も設立総会に出席させていただきました。悪質業者に狙われやすい高齢者の「見守

り」を強化して悪質商法や特殊詐欺被害の防止を目指します。なお、設立会議の詳細については次

号でご紹介します。 

≪ 速 報 ≫   

中札内村、今金町、そして深川地域 

平成 28 年 9 月 29 日発行  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「見守りの輪」の風が、全道各地に吹いています。消費者安全法が今年4月に改正され、地域ネットワークを法

的に位置づけることが可能となりました。その法制化に伴い新規設立の機運が高まっています。「見守りの輪」が

更に多くの自治体へ広がることを期待しています。

中札内村（61 番目） 

前号の速報でお伝えしたとおり、「花とみどりとアートの

村」十勝管内中札内村に、7月 25日付で消費者被害

防止地域ネットワーク（ネットワーク名：中札内村地域安

全推進協議会）が設立されました。 

この地域ネットワークは、本協議会組織の中に専門

部会として地域消費者被害防止部会を設置したもので

す。消費者被害を地域全体の課題として捉え各組織が、

連携して消費者被害防止ができるように組織化。 

構成団体は行政機関を始めとして地域代表、警察

関係、福祉関係、教育関係、金融関係、商工会、建

設業協会、観光協会、コンビニエンスストアなど。 

今金町（62 番目） 

今金町は、「今金町安全で住みよい町づくり推進協

議会」を設置。今金町まちづくり推進課が、事務局とな

り、町の広報誌に消費者問題の事例を紹介するコーナ

ー（「ストップ！消費者問題」）を設け、最新の手口を紹

介しています。また、啓発グッズの訪問販売お断りスッテ 

カー作成をして全世帯に配布。事例を活用した出前講

座の開催をするなどして啓発活動に力を入れてきました。                

このたび、7月 12 日に行われた本協議会の総会の開催 

日をもって消費者被害防止地域ネットワークの位置付け

ることとなりました。 

構成団体は、町のまちづくり推進課を始めとする行政

機関、教育関係、警察関係、民生委員児童委員協議

会、社会福祉協議会、老人クラブ連合会、女性団体

連絡協議会、自治会町内会連合会など 15 団体。 

 

中札内村、今金町それぞれの既存組織の機動力を

活かした今後の活動が、期待されます。 

「見守りの輪」が広まる   

       【事務局】 北海道立消費生活センター http://www.do-syouhi-c.jp  《指定管理者 (一社) 北海道消費者協会》 

 

 

  



◆ STOP特殊詐欺・悪質商法マグネットシート 

悪質な業者が、町に入って来ないように湧別町の公用車

の後部ドア両面に啓発グッズの「STOP 特殊詐欺・悪質商

法マグネットシート」を貼って、巡視活動を行い「被害防止の

目」を光らせています。 

消費者被害防止のため町内一丸となって活動中です。 

 

 

 

湧別町消費者被害防止ネットワーク 

地域ネットワークの活動を紹介します 
このコーナーでは各団体の活動を紹介しています。今回は、湧別町の「迷惑電話対策機器購入助成金」制度と

啓発グッズの「STOP特殊詐欺・悪質商法マグネットシート」の活用方法について紹介します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

◆ 迷惑電話対策機器購入助成金制度 

湧別町では、高齢者の特殊詐欺被害を未然に防止する

ため「迷惑電話対策機器購入助成金」制度を本年度より

実施しています。この制度は、平成 28 年度から平成 32 年

度（５年間）の期限で実施するもので、高齢者世帯の迷惑

電話対策機器設置に対して助成します。助成対象者は、

町に住所を有し、居住している 65 歳以上の方だけで構成さ

れた世帯の世帯主の方。助成金の限度額は、助成対象機

１組の購入に要した費用の２分の１以内で 12,000 円まで。 

 

副業で稼げるとネット広告をみて情報商材を申し込んだ。内容は商売をするための方法で実際に始める

には更にサイト作成費用などがかかる。これもカード決済してしまったが解約したい。 

 

10/29（土）10：00～15：00  

無料相談 通販トラブル１１０番  
０１１－２３２－３６３３（当日専用電話番号） 
来所相談のための事前予約電話番号 ０１１－２２１－０１１０ 

ネットショッピングなど通信販売のトラブルについて、北海道立消費生活センターの相談員と札幌弁護士会の所属

弁護士が一緒にお話しを伺います。なお、相談は無料ですが、通話料のみご負担ください。 

 

                       

 

 

 

 

 

SNS で知り合った女性に出会い系サイトを案内され、高額のポイント料をカード決済で支払った。ネット

で調べると自分もサクラサイト商法に引っかかったのだと思う。返金してほしい。 

 

契約中のプロバイダから、安いサービスの案内メールが届き申し込んだ。商品が届いてはじめて屋外で

使うものだと分かった。解約を断られ困っている。 

 
 

札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館西棟２F 

北海道立消費生活センター/ 札幌弁護士会  

 



（「ＩＰＡ情報処理推進機構」より一部抜粋） 

９月の情報処理推進機構に寄せられた相談によると、ウェブサイトの閲覧中に突然「PCサポート」というページが現れ、

「警告 あなたのコンピュターからウィルスが検出されました」と音声が突然流れ、不安を感じてサポートの連絡先に電話

をすると「パソコンの遠隔操作による対処」を申し出られ、「サポート契約を推奨された」という相談が急増しています。 

６月は１７２件、７月は１２６件、８月は２００件、９月も２００件を超えています。この件数は、かねてより相談件数の

多いワンクリック請求被害に迫る勢いです。 
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IPAに寄せられた偽警告に関する相談件数の推移

～偽警告でサポートに電話する様に仕向ける手口に注意～ 

 

Ａ．警告（偽警告）メッセージそのものが偽りであり、表示 

  された連絡先に電話をかける必要はありません。 

  行うべき対処法は、表示されている「ウェブサイトを閉

じるだけです。 

 

Ａ．設定 により表示 を制限することができます。 

  詳 し く は 、 （独 ）情 報 処 理 推 進 機 構  

  （IPA）http://www.ipa.go.jp/のホームページを参照。 
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Ａ．遠隔操作をされてパソコン内の情報を盗み見られて

しまう可能性はあります。遠隔操作は、マウスポイン

タのリアルタイムの動きで表示されるため、不審な挙

動がなければ問題はありません。 

 

 

 

 

 

Ｑ．電話をかけて遠隔操作をされてしまっ

た。情報が漏洩した可能性はあるか？ 

警告！！ 

コンピューターか

らウィルスが検

出されました。 

 

Ａ．全国共通消費者ホットライン 188（いやや!）番  

まで連絡して相談してください。身近な消費生活相

談窓口をご案内します。 

 

 

Ｑ．ウィルス検出の警告（偽警告）メッセージが

表示された。どうしたらよいのか？ 

 

Ｑ．警告（偽警告）メッセージが表示されて

いるウェブサイトを閉じることができない。 

Ｑ．サポート契約を解消したいがどうすれ 

よいのか? 

 



本文イラスト：黒崎 玄 見守り新鮮情報　第262号（2016年9月21日）発行：独立行政法人国民生活センター 

見守るくん 

見守り
新鮮情報

オランダから約4百万円の宝くじ当選

金の小切手を引き渡すという封書が届

いた。配送手数料として８千円が必要と

記載されていたので、クレジットカード

番号を記入して返送したが、当選金の小

切手は届かず、手違いがあったのかと

思っていた。後日、再度同じ内容の

封書が来たので、今度は現金

８千円を同封して返送し

た。現在、最初の配送手数

料８千円をクレジット

カード会社から請求をされ

ているが、当選金はまだ届

かない。（７０歳代　男性）

●申し込んでいないのに宝くじに当選することはありえません。「当選した」
などの甘い話には乗らないようにしましょう。
●海外の宝くじは、日本国内で買うだけでも違法となる可能性があります。
絶対に購入してはいけません。
●クレジットカード番号を教えると、その後何度も代金を請求されるケース
もあります。カード番号を安易に教えないようにしましょう。
●当選金をもらえると信じ込み、手数料を送り続けてしまうケースも見られ
ます。周囲の人は、日ごろから高齢者の様子に不審なところがないか見守
りましょう。
●心配なときは、お住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください
（消費者ホットライン188）。

ひとこと助言 
信じちゃダメ

「海外宝くじ」
には手を出さないで！


